






























“Examples of Truly Original Writing”: 
The Influence of Children’s Composition as Advocated in Akai tori
Akiko Hirano
Abstract
This study note explores the criteria Miekichi Suzuki, the chief editor of 
the children’s literature magazine Akai tori （launched in 1918）, used in 
selecting essays composed by children. Little attention has been paid to the 
way Suzuki contrasted vulgar journalism with what he considered ideal 
compositions. Juxtaposing the standards for children’s compositions that 
appeared in Akai tori with those of educators active since the early Taisho 
period such as Enosuke Ashida reveals that their approaches are quite 
different. The author surmises that Suzuki’s purpose was to protect children 
from the “malign” influence of journalism and to draw children to the realm 
of real art in writing and to establish a canon that could serve as a 
benchmark for children’s writing in modern Japan. Focusing on his criticism 
of bad examples of composition, this note traces the development of his 
method.
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ほどの文が綴れればよいのか。 」という質問を取り上げ、 「苟も綴り方教授を論じようとする者ならば、何人もこの問題に必らず想到するのである。而もこれが綴り方教授の意義を論ずるに重要 るとは知つてゐながら、余は頓に答ふべき意見をもた かつた。全く答に窮したのであつた。 」と告白している。おそらくは 師であろうこの参観者 質問 、それをもっともなものとしつつも答え得なかったとの述懐は、学校現場において児童に対面する者 悩みであり、鈴木三重吉には起こりえず、発しえないものである。芦田はさらに述べる。
　
この問題の解決を教科書の上に求めようとすれば、魂をいれない仏のやう
なものになる。又教科書を全く度外にしては、あまりに漠とした問題になる。故に余は常 かう考へてゐる、地理・歴史・理科・修身等は教科書に載せてある教材を正確 教授し、それが十分に理解せられて やがて必要に応じて之を研鑽する努力を養ふべきであると。之を綴り方の上に見れば、教授した材料が動的傾向をもつて、必要に応じていかなる思想も之を発表せんとする努力を養ふべきであ 。
（中略）













































い手といふのを、単純化といふのらしい。こんな叙法がどうして描写の極致であり、小学校においてはこれ以上に多く望む必要のない手腕であり得るのか。　「小さな手や、大きな手や骨ばつた手が、みんな赤いのをよつてとつた」といふ、この叙出は、極致どころか、大人くさい、きざな、こましやくれた表現で、決して純感的ではない。 「あたいこれよとだれ子ちやんが小さい手で一とう赤 のを一つとりました。だれちやんもとり した。だれさんの手は骨々してゐます。たれさんの とつても大きな手です。 」と、 しろの人のいふ特殊化にした方が、言ひ現はしが子供らしくて自然である 私らば、子供に向つ は、こんな単 化は禁止する 何の必要があつて、わざ〳〵しかく単純化するのであるか。又 その単純化に何の価がある か。
「あつたこと感じたことを、不断使つてゐるまゝのあたりまへの言葉を使つて、ありのまゝに書く」とはどういうことなのかがこの作文を評することで明らかになると同時に、排したいものが明確に指摘されている。
「大人くさい、きざな、こましやくれた表現」 「純感的ではない」表現を、三重吉は徹底的に嫌っている。別のページで こ よ な表現を「ヂヤーナリズムの臭気のあるもの」と記しており、こうした大人の目から見て気



























































































らは、 「鈴木は、綴方作品に芸術的価値を求め、その作品を子供たちが製作するところに教育としての効果を求めた。しかし、それは結局、 「芸術 を「生活」に先行させるものであり、 「生活」を重視する「生活綴方」へと道をゆずっていったのである。 」とする認識 得ることができる。 」としている。 （ 「 『生活
綴方教育』前史の検討―
鈴木三重吉の場合」 「人文科教育研究」
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